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坂日部長浜新日絵図 (長浜城歴史博物館蔵)

7月18日ω-9月23日は胡

氷回岡山
'ナ

兒跡出上 場羽蝶文鬼瓦 (甲賀市教育委員会〕
‐
置)

令和8年

開館時間 午 前 9時～午 後 5時 ※入館は午後4時 30分まで

休 館 日 月曜 日 ※ただし、月曜日が祝日の場合は翌日
入 館 料 大 入660円 (530円 )ンア

′
大学生 400円 (330円 )

※小中高生 障がい者および県内在住の65歳以上の方は無料です。
※()は 20人以上の団体料金で坑

主催 滋賀県立安土城考古博物館

近江風上記の丘
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第
７２
回
企
画
展

「秀
吉
の
城
」

会
期
中令
和
８
年
７
月
１８
日
（土
）
～
９
月
２３
日
（水
。祝
）

会
場

【
企
画
展
示
室

豊
臣

（木
下

・
羽
柴
）
秀
吉
は
、
織
田
信
長
に
敵
対
す

る
浅
井
長
政
が
籠
城
す
る
小
谷
城
の
攻
略
に
功
績
を
上
げ

た
こ
と
で
、
信
長
か
ら
小
谷
城
と
浅
井
氏
の
旧
領
を
拝
領
し
、

初
め
て
近
江
で
城
主
と
な
り
、
翌
年
に
は
琵
琶
湖
岸
の
今

浜

（現
在
の
長
浜
市
）
に
長
浜
城
を
築
き
居
城
と
し
、
城

下
町
を
建
設
し
ま
す
。

信
長
が
本
能
寺
の
変
で
明
智
光
秀
に
討
た
れ
る
と
、
秀

吉
は
、
織
田
家
の
家
督
争
い
を
勝
ち
抜
い
て
、
織
田
家
と

の
主
従
を
逆
転
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
天
下
人
の
地
位
に

ま
で
上
り
詰
め
、
居
城
を
京
都
と
大
阪
に
移
し
ま
す
が
、

そ
の
後
も
近
江
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

近
江
に
は
、
秀
吉
が
居
城
と
し
た
小
谷
城
と
長
浜
城
の

他
に
も
、
自
ら
の
後
継
を
期
待
す
る
秀
次
の
た
め
に
八
幡

山
城
を
築
か
せ
、
そ
の
支
城
と
し
て
水
口
岡
山
城
を
築
か

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
光
秀
が
居
城
と
し
て
い
た
坂
本
城
も
、

改
修
し
て
近
江
滞
在
時
の
御
座
所
と
し
て
頻
繁
に
利
用
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
坂
本
城
に
替
わ
る
城
と
し
て
大
津

城
を
築
か
せ
、
陸
上
交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る
佐
和
山
城

や
大
溝
城
に
は
、
信
頼
す
る
家
臣
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
秀
吉
が
近
江
に
築
い
た
城
、
築
か
せ
た
城
、

利
用
し
た
城
を
取
り
上
げ
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
資
料

と
写
真
パ
ネ
ル
で
そ
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
資
料
出
土
遺
跡

小
谷
城
跡
　
長
浜
城
遺
跡
　
長
浜
町
遺
跡
　
佐
和
山
械
跡

安
土
城
跡
　
八
幡
山
城
遺
跡
　
水
口
岡
山
城
跡
　
大
津
勅
遺
跡

坂
本
城
跡
　
大
溝
城
遺
跡

大津城遺跡出土 金箔桐文軒丸瓦
(大津市埋蔵文化財調査センター蔵)

佐和山城跡出土 桐紋帯金具 (滋賀県蔵)

八幡山城遺跡伝秀次館跡出土

金箔軒丸瓦・軒平瓦 (近江八幡市蔵)

佐和山城跡出土 犬型土製品
(滋賀県蔵)

小谷城跡出土 笏谷石製茶臼
(長浜市蔵)

〈企
画
展
関
連
講
座
〉

①
８
月
２２
日

（土
）

１３
時
３０
分
～
１５
時

「京
極
高
次
と
大
津
」

講
師
　
五
十
嵐
正
也
氏

（大
津
市
歴
史
博
物
館
）

②
９
月
５
日
（土
）

１３
時
３０
分
～
１５
時

「秀
吉
・秀
長
兄
弟
と
長
浜
」

講
師
　
福
井
智
英
氏

（長
浜
城
歴
史
博
物
館
）

参
加
費
　
Ｓ
０
０
円
（資
料
代
）
※
各
回
当
日
支
払
い

△
ム
　
場
　
当
館
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

定
　
口貝
　
１
２
０
名

（先
着
順
）

〈企
画
展
関
連
行
事
〉

「大
河
ド
ラ
マ
遥
丘臣
兄
弟
′
」全
身
パ
ネ
ル
展
」

主
　
催
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放
送
局

〈
本
　
期
　
９
月
２
日
（水
）
～
２３
日
（水

・
祝
）

△
ム
　
場
　
当
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

〈岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館

ｃ

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
連
携
講
演
会
〉

９
月
１３
日
（日
）

１３
時
３。
分
～
１５
時

「竹
中
重
治

（半
兵
衛
▼
重
門
と
秀
吉
」

講
師
　
山
形
隆
司
氏

（岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
）

参
加
費
　
無
料

△
本
　
場
　
当
館
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

定
　
口貝
　
１
２
０
名

（先
着
順
）



資
料
紹
介

羽
柴
秀
吉
書
状
写

雪
館
Ｕ

今
回
は
、
大
河
ド
ラ
マ
で
ま
す
ま
す
注
目
の
集
ま
る
羽

柴

蟄
豆
臣
）
秀
吉
に
ま

つ
わ
る
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

羽
柴
秀
吉
書
状
写
は
、
秀
吉
が
天
正
十
年

（
一
五
八
三
）

十
月
十
八
日
に
、
織
田
信
長
の
子

・
信
孝
の
家
臣
に
送

っ

た
書
状
の
控
え
で
す
。
原
本
は
伝
わ
ら
ず
、
同
じ
内
容
の

写
し
が
各
所
に
残

っ
て
い
ま
す
。
書
か
れ
た
日
付
は

「本

能
寺
の
変
」
か
ら
約
四
か
月
後
、
秀
吉
が
大
徳
寺

（京
都
）

で
信
長
の
葬
儀
を
盛
大
に
執
り
行

っ
た
直
後
で
す
。

本
能
寺
の
変
が
起
き
た
の
は
、
同
年
六
月
二
日
。
同
時

代
の
公
家
や
寺
社
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
信
長
が
急
襲
さ
れ

た
の
は
、
ま
だ
暗
い
う
ち
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
時
間
帯

だ

っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
、

秀
吉
は
備
中
高
松
城

（岡

山
市
）
で
毛
利
氏
と
争

っ

て
い
ま
し
た
が
、
信
長
の

死
を
知
る
と
即
座
に
講
和

し
、
「中

国
大
返

し
」
と

呼
ば
れ
る
約
二
三
〇
血
の

強
行
軍
を
経
て
、
十
二
日

に
は
山
崎

（京
都
府
乙
訓

郡
）
で
明
智
光
秀
を
討
ち

ま
す
。
本
書
状
に
も

「
二

日
二
於
京
都
上
様
御
腹
被

為
召
候
由
、
同
四
日
二
注

進
名
六
日
迄
致
逗
留
名
同

七
日
二
廿
七
里
之
所

一
日

一
夜

二
播
州
姫
路

へ
打
入
」
「十
三
日
之
晩
に
山
崎
に
陣

取
」
と
見
え
、
四
日
に
信
長
自
刃
を
知

っ
た
秀
吉
が
七
日

に
出
発
、
拠
点
の
姫
路
城
を
経
て
山
崎
に
到
着
し
、
光
秀

を
討

っ
た
次
第
が
記
さ
れ
ま
す
。
書
状
に
は
こ
う
し
た
功

績
が
実
に
細
か
く
、
三
．
八
ｍ
を
超
え
る
紙
幅
に
延
々
と

述
べ
ら
れ
ま
す
。
目
的
は
、
柴
田
勝
家
ら
政
敵

へ
の
牽
制
と
、

織
田
家

へ
の
忠
誠
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。　
一
昨
年
に
は
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
と

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
か
ら
、
秀
吉
ら
の
書
状
写
し
三
十

五
通
の
発
見
が
発
表
さ
れ
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
な

か
に
は
、
秀
吉
が
信
長
の
在
世
中
、
中
国
攻
め
の
戦
果
を

自
賛
し
た
大
量
の
報
告
を
信
長
の
側
近
た
ち
に
送
り
つ
け

て
い
た
こ
と
の
分
か
る
史
料
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
秀

吉
の
巧
み
な
自
己
演
出
の
能
力
が
垣
間
見
え
ま
す
。

一
方
、
本
年
三
月
に
は
、
こ
う
し
た

「織
田
家
の
功
臣
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
よ
う
な
書
状
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
が

中
京
大
学

（愛
知
）
か
ら
発
表
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
秀
吉
が
山
崎
に
到
着
し
た
は
ず
の
六
月
十
三
日
付

の
書
状
で
、
富
田

（大
阪
府
高
槻
市
）
に
い
る
秀
吉
が
、

翌
日
に
光
秀
の
拠
点

。
勝
龍
寺
城

（京
都
府
長
岡
京
市
）

の
あ
る
西
岡

へ
出
撃
す
る
と
告
げ
る
内
容
で
す
。
山
崎
で

の
開
戦
は
同
日
の
午
後
四
時
頃
で
、
光
秀
は
そ
の
日
の
う

ち
に
敗
死
し
た
は
ず
で
す
。
秀
吉
は
主
君
の
仇
討
ち
に
間

に
合
わ
ず
、
遅
参
し
た
の
で
は
な
い
か
？
そ
ん
な
新
説
も

浮
上
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
知
る
秀
吉
は
史
実
な
の
か
、
そ
れ
と
も
秀
吉

や
彼
の
功
績
を
伝
え
た
人
々
の
演
出
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ド
ラ
マ
も
研
究
動
向
も
、
ま
だ
ま
だ
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

（瓜
生
翠
）

復
元

・
体
感
ア
プ
リ
の
新
機
能

令
和
７
年
１０
月
に
公
開
開
始
し
た
復
元

・
体
感
ア
プ
リ

「安
土
城
」
に
、
こ
の
４
月
か
ら
新
し
い
機
能
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
、
天
主
台
で
見
ら
れ
る
天
主
最
上
階
の
Ｃ
Ｇ

に
信
長
が
出
現
す
る
こ
と
で
す
。
安
土
城
築
城
の
目
的
を

自
ら
語

っ
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
大
手
前
広
場
に

現
れ
る
武
将
Ｃ
Ｇ
に
新
た
に
豊
臣
秀
長
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
秀
吉
と
と
も
に
、
目
豆
臣
兄
弟
」
と
し
て
登
場
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
武
将
Ｃ
Ｇ
と
同
様
、　
一
緒
に
記

念
撮
影
が
で
き
ま
す
。

百
聞
は

一
見
に
如
か
ず
。
ぜ
ひ
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
、
現
地
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
デ
ー
タ

容
量
が
大
き
い

（約
２
Ｇ
Ｂ
弱
）
の
で
、
事
前
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
環
境
で
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（滋
賀
県
文
化
財
保
護
課
）

4

り
、
ｒ
らヽ
賞
ｉ
エ
ー
九
ｔ
４
ヂ
ｔｔ
■

■
，
み
，
▲
れ
之
くヽ
冷
ｚ
ｒ、ｒ″
上

一π
評
辱
弊
幣
舞
“

一．
ミ
々
げ
１
伏
Ｔ
・ヽヽれ
，
症
り
角
ど
，

一

秀吉と秀長

羽柴秀吉書状写部分 (当館蔵)

語る信長
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第72回企画展「秀吉の城」7月 18日 (土)～9月 23日 (水。祝)

博

物

館

の

主

な

催

し

特別陳列Ⅳ
9月 25日 l金)～ 10月 7日 l,k)

特別陳列Ⅲ「古墳時代の「よろい」と「かぶと」」 7月 18日 (上)～9月 23日 (水・祝) 特別陳列Ⅱ
～7月 17日 (金 )

9月

２
日
（水
）
～

「大
河
ド
ラ
マ
ぎ
豆
臣
兄
弟
！
」
全
身
パ
ネ
ル
展
」

～
９
月
２３
日
（水
・祝
）

５
日
（土
）
企
画
展
関
連
諸
座
②

「秀
吉
・秀
長
兄
弟
と
長
浜
」

講
師
…
福
井
智
英
氏

（長
浜
城
歴
史
博
物
館
）

７
日
（月
）
休
館
日

‐３
日
（日
）
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
・滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
連
携
講
演
会

「竹
中
重
治
（半
兵
衛
▼
重
門
と
秀
吉
」

講
師
…
山
形
隆
司
氏

（岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
）

‐４
日
（月
）
休
館
日

２４
日
（木
）
休
館
日

２５
日
（金
）
～

特
別
陳
列
Ⅳ

目
豆
臣
の
城
２
八
幡
山
城
」

～
１０
月
７
日
（水
）

２８
日
（月
）
休
館
日

8月

３
日
（月
）

９
日
（日
）

１０
日
（月
）

‐７
日
（月
）

２２
日
（土
）

２４
日
（月
）

３‐
日
（月
）

休
館
日

親
子
体
験
博
物
館

「勾
玉
を
作
ろ
う
」
〈要
予
約
〉

休
館
日

休
館
日

企
画
展
関
連
講
座
①

コ
爪
極
高
次
と
大
津
」

講
師
…
五
十
嵐
正
也
氏

（大
津
市
歴
史
博
物
館
）

休
館
日

休
館
日

7月

６
日
（月
）
休
館
日

‐３
日
（月
）
休
館
日

‐８
日
（土
）
～

特
別
陳
列
Ⅲ

「古
墳
時
代
の
「よ
ろ
い
」
と
「か
ぶ
と
と
　
～
９
月
２３
日
（水
・祝
）

２‐
日
（火
）
休
館
日

〃
日
（月
）
休
館
日

特
別
陳
列
Ⅲ

「古
墳
時
代
の
「よ
ろ
い
」と
「か
ぶ
と
」

会
期

中
７
月
１８
日
（土
）
～
９
月
２３
日
（水
・祝
）

会
場

【
望
楼
ホ
ー
ル

戦
国
時
代
の
武
将
が
ま
と
っ
た
甲

（よ
ろ
い
）
と
冑

（か

ぶ
と
）
の
原
型
は
、
始
め
は
　
・

中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
輸
入

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
古
墳

時
代
中
期
に
国
産
化
さ
れ
て

量
産
化
さ
れ
ま
す
。

新
開
１
号
墳
出
土
の
甲
冑
、

黒
田
長
山
４
号
墳
出
上
の
甲

を
紹
介
し
ま
す
。

特
別
陳
列
Ⅳ

「豊
臣
の
城
２
八
幡
山
城
」

会
期

中
９
月
２５
日
（金
）～
１０
月
７
日
（水
）

会
場

】
望
楼
ホ
ー
ル

秀
吉
が
近
江
国
支
配
の

要
と
し
て
甥
の
秀
次
の
居

城
と
し
て
築
か
せ
た
の
が

八
幡
山
城
で
す
。

伝
秀
次
館
跡
の
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
、
安
土
城

の
金
箔
瓦
と
は
技
法
が
異

な
る
金
箔
瓦
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

八幡山城遺跡伝秀次館跡出土 金箔飾り瓦
(近江八幡市蔵)

新開 1号墳出土 眉庇付冑 (当館蔵)

※チケットの事前購入・シアターの予約は、こちらのQRコ ードをご利用ください。→
※事情により行事内容や日時・講師が変更になることがありま現 最新の情報は当館ホームページでご確認下さい。
※滋賀県立安土胡考古博物館は公益財団法人滋賀県文化財保護協会が指定管理をしています。
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